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多雪地域におけるコケ植物の分布と生態的特性 165 
海気候に強く影響されて適応した結果と考えられる。
第4章 多雪環境における分布型の生態的特性
極端な多雪環境にある雪国と風穴地を例にして、多雪下におけるコケ植物の生態的特性と分布型
の関連を検討した。
［雪国］ 低芝生と高芝生の生活形のものが優勢となり、垂下状、尾状、羽状のものは、雪国に生
育しない。雪国に生育する種は、 (1）気温と水分には関係が薄くて、強い直射日光に依存、（2）低温
と夏季の降水量に依存、（3）低温と強い直射日光に依存、（4）低温にのみ依存するものに分けられる。
出現種数は積雪量が多い地域ではきわめて少なく、消雪の遅れはコケ植物の生育を阻害している。
［風穴地］ 風穴地の微環境要因は、長い積雪期間、低温、半陰で排水がよくて適度な水分が維持
されているなどである。低温に強く依存するものが優勢だが、高山性の種が特に顕著ということで
なく、風穴地だけに制限されるものも少ない。高芝生の生活形のもの（スギゴケ科）が風穴地に多い
が、風穴地への進入は生活形とは関連性がなく、むしろそれぞれの種の生態的特性と生育地におけ
る水分と明るさなどの微環境要因に関連すると考えられる。
雪国と風穴地に生育する種の分布型は、積雪深には関連が薄く、低温と夏季の多量の降水量に依
存しており、これらは冬季の降水量が最大となる新潟県の中西部の豪雪地帯に分布を欠く点で共通
する。本地域に特異な環境要因の一つ、夏のフェーン現象による高温と乾燥条件が、これらの種の
分布に強く影響を与えているものと考えられる。
第5章維管束植物との分布比較
本地域のコケ植物の分布型と、維管束植物の分布を比較した結果、分布型は共通していても、維
管束植物の生育地の微環境要因と生育条件はそれぞれ異なり、共存しないことが判明した。日本海
要素の典型とされるユキツバキとコケ植物の分布を比較すると、ユキツバキの分布圏内で、のコケ植
物の分布率は低く、両者の聞に共通性は見られなかった。このことは大局的な環境要因で分布が制
限され、分布型は共通していても、維管束植物の生育を決定する局所的な微環境要因は、微小なコ
ケ植物のものとは大きく異なることを示している。
第6章総合考察
植物の分布は、植物地理学の方法論で研究・整理されてきたが、本研究では、特定の地域におけ
る分布と生態を詳しく調べ、共通性を探って類型化し、主に環境要因と関連づけて分布の面から種
の生態の解明を目指した。本地域は、日本の中央に位置し、地形や気候の上で特異な環境傾度を有
し、多雪地域でもある。本地域のコケ植物の分布と生態の実態を把握し、環境要因との関連を考察
した。分布型の見地から整理すると、生理的特性（耐乾燥性、耐寒性）、地史的要因（氷河期からの気
候の変動と植生の遷移、フォッサマグナ要素と地形）、繁殖様式（胞子体の分布の偏り、無性繁殖、
生物季節）などが、本地域の環境要因と密接に関連していることが判明した。地史的要因、無性繁
殖と生態分布などを関連させると地理的隔離と残存の実態が明らかとなった。胞子体の分布を配偶
体の分布と分けて見ると、胞子体の形成は本地域の特異な気候要因と密接に関連していると考えら
れる。コケ植物の分布と維管束植物のそれとは共通点が見られるが、分布型が共通することは両者
の共存を必ずしも意味していない。大局的な環境要因が共通して分布型が類似していても、維管束
植物とコケ植物の生態的な適応は、群集構造における相互の関連がなく、生活史戦略も異なるもの
と考えられる。
